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チーム向けDropbox
ライセンス減数時の注意事項
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本資料では、 チーム向けDropbox で利用ライセンスの減数更新を行う場合の
注意事項についてご説明します。

はじめに

減数が発生するシーン

有償版ライセンスをご利用し、更新タイミングで数量を減数して更新する。
※トライアルからの切り替え時の減数は、対応しておりません。
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ライセンス減数時の注意事項

③Dropbox Advanced、BusinessPlusの場合、
チーム全体の上限容量が、減数を行ったアカウント数×5TB減少します。(※注2)

例：ライセンス数を100から50に減数する場合、上限容量が500TBから250TBに減少します。

注1：次の更新日まで、減数はできません。
注2：Dropbox Standardはユーザー数に関わらず、チーム全体で5TBまでご利用いただけます。

Dropbox Businessは、1ユーザあたり3TBとなります。

②削除を行ったユーザーのDropboxアカウントは完全に削除されます。
※削除を行ったアカウントのデータ移管方法についてはp.14-p.15を参照ください。

①お客様にて事前に減数分のユーザーアカウントを削除いただく必要があります。
アカウントが削除されていない場合、減数を伴う更新は行えず、更新日前（前年）と同数のラ

イセンス数で自動更新となります。 （注1）
そのため、更新日の前々日までを期限として、必ず減数分のアカウントの削除をお願いします。
※ご利用中のライセンス数の確認方法はp.4-p.5をご参照ください。
※アカウントの削除方法についてはp.7-p.12を参照ください。
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ご利用ライセンス数の確認方法
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ご利用ライセンス数の確認方法 1/2

ライセンスの利用状況は管理コンソールの「インサイト」で確認できます。
減数更新を行う場合は、更新日の前日までに必ず下図の「未使用のライセンス」が
減数を行いたい数になっている状態にしてください。
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ご利用ライセンス数の確認方法 2/2

例：5アカウントから4ライセンスにしたい場合（減数したい数＝１）
⇒利用中のアカウントを削除し、「未使用のライセンス」が「1 」になるようにします。
※アカウントの削除方法は次項をご参照ください。
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アカウントの削除方法
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アカウントの削除方法 1/2

ユーザーを削除する方法と削除と同時に別のユーザーにデータを移管する方法をご説明します。
※ご注意：データの移管は1ユーザーにつき1回のみ行えます。

1. ユーザー一覧から該当
ユーザーを探し、右横に
ある歯車マークを
クリックします。

2. 「メンバーを削除」を
クリックします。
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アカウントの削除方法 2/2

5. 「続行」を
クリックします。

4. 削除後、該当ユーザーの端末がオンラインに
なった時に端末からDropboxフォルダを
削除する場合は、「はい」を選択します。

3. 削除前に該当ユーザーが
所有しているファイルを
ほかのユーザーに移行
させたい場合は、
「今すぐ移行する」を
クリックし、ユーザーを
指定します。

◎補足：
「後で移行する」を選択すると、管理者が
任意のタイミングで該当ユーザーの
ファイルを移行することができます。
移行方法の詳細は次頁をご参照ください。
※データの移行には期限がありますので、
必要な場合は、期限までに
実施ください。
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【参考】招待済みユーザーについて

チームに招待を行ったユーザーはアカウント作成が完了するまでは、
インサイト上の「承認待ちの招待」にカウントされます。
「承認待ちの招待」の数もライセンスが消費された状態となります。
招待済みユーザーを削除しますとライセンスを空けることができますので、操作方法をご説明します。
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【参考】招待済みユーザーの削除方法 1/3

1. 「メンバー」画面の右メニューにある
「メンバーのタイプ」項目で
「招待済み」を選択します。
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【参考】招待済みユーザーの削除方法 2/3

2. 該当ユーザーの歯車マークをクリックし、
「メンバーを削除」をクリックします。



12

【参考】招待済みユーザーの削除方法 3/3

3. 「後で移行する」にチェックし、
「続行」をクリックします。

4. 「アカウントを削除する」を
クリックします。
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削除済みアカウントの
データ移管方法



14

削除済みユーザーのデータを別のユーザーに移管する方法をご説明します。
※ご注意：データの移管は1ユーザーにつき1回のみ行えます。
※ファイル移行の実施には有効期限がありますので、必要な場合は期限までに移行を実施ください。

削除済みアカウントのデータ移管方法 1/2

1. 画面上部で「削除済み」を選択します。
削除したユーザーの一覧が
表示されますので、一覧から
該当ユーザーを探し、右横にある
歯車マークをクリックします。

2. 「ファイルを管理」をクリックします。
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「ファイルを別のチームメンバーに移行」を選択し、データの移管先とする
ユーザーのメールアドレスを設定します。
設定完了後、「送信」をクリックすると指定したユーザーにデータを移管できます。

削除済みアカウントのデータ移管方法 2/2
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